














(1) (pつq) /¥ p⇒q 

































































つまり、草薙 (1977) は、順接確定の条件表現カラとパ・タラを、 pとqの含意また
は等値と pを前提にして qを引き出す推論として見ているわけである。





















































提としている「 pナラバ q」における pとqをそれぞれ指している。
3. 1 「pカラ q」形式





(15) （既知） カラ［理由］ （既知）
(16) (pつq) /¥ p⇒q または、









市内に出られた」は「(pコq) /¥ p⇒q」のように、 (18)を前提に持つ「酸素があった竺






3. 2 「pカラ／バ・タラ qダロウ」形式










(21) （既知） カラ／バ・タラ［根拠］ （未知？） ダロウ
(16) (pコq)/¥p⇒ q または、




























(24) （未知？） カラ［理由］ （既知） ノダロウ
(25) (pつq)＾ q⇒p または、





推論による推論なわけである。が、 (25)の推論式のうち、等値を前提に持つ「(p= q)/¥ 
q⇒p」は演繹推論による推論である。というのは、「p=q」は「q=p」と等値関係



















(27) （既知） カラ［理由？］ （既知） ノダロウ
(28) p/¥ q⇒(pつq) または、
p /¥ q⇒ (p = q) 






3. 4 「qカラ pノダロウ」形式
先の(1)の例が「qカラ pノダロウ」形式に当たる。この形式は「pナラバ q」を前提に
持つが、今までのカラと違って、「pナラバ q」の後件 qがカラの前件に、「pナラバ q」
の前件 pがカラの後件になっている。
(1) お腹をこわしたから、変なものを食べたのだろう。




(30) （既知） カラ［根拠］ （未知？） ノダロウ
(31) (pつq)/¥q⇒p または、
(p = q)/¥ q⇒p 















式に用いられる pとqは、順接確定条件が前提としている「pナラバ q」における pと
qをそれぞれ指している。
演繹推論 帰納推論
(pつq) A p⇒q (p見［）カラ［理］（q既）
X 
(p = q) /¥ p⇒q (p既）カラ／バ・タラ［根］ （q未？）ダロウ
p /¥ q⇒ (pつq)
(p既）カラ［理？ ］（q既）ノダロウ X 
p A q⇒ (p = q)
(p未？）カラ［理］ （q既）ノダロウ





以前、カラを一つのパターンとまとめていた際のカラの論理構造は「(pつq) /¥ p⇒ 
q」、または「(p= q) /¥ p⇒q」である。このことから、以上の推論式のうち「(pつq)
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